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金大考古 79　　2021,　　52-67.　　モンゴル国の唐様式墓から出土した染織品 : 僕固乙突墓とオラーン・ヘレム壁画墓

Borovka G. I.: Боровка Г. И., 1927, Археологическое 

обследование среднего течения р.Толы, Северная 

Монголия Ⅱ (Предваритльные отчеты лингвистической 

и археологической экспедиций о работах, произведенных 

в 1925 году), Л: Изд-во АН СССР: 43-88. [「トーラ川中

流の考古学調査」『北蒙古Ⅱ』(1925 年に実施された

言語学・考古学学術調査団の活動に関する事前報告 )]

＜研究動向＞　

モンゴル国の唐様式墓に関連する出版物

　モンゴル国で発掘調査された 2 基の唐様式で造

営された洞室墓の研究状況は、上掲村上論文がまと

めている通りである。特にザーマル古墳は墓誌が出

土し、モンゴルのみならず日中両国でも歴史学から

の検討が進んでいる。それら研究については上出村

上論文の引用・参考文献をたどることできるのでこ

こではあえてそれらには触れず、両墓に関連する考

古関連出版物をいくつか紹介しておきたい。

　まず、両墓に関する基礎資料となるのは、2013

年に刊行された発掘調査報告書である ( 図 1, 2)。

一見書名が同一のため紛らわしいが、副題で識別で

き、共に発掘の過程と出土遺物の全てが報告されて

いる。遺物については線描図と写真の両方が掲載さ

れているものの、より鮮明な写真の公表が待たれて

いたところに刊行されたのが図 3 である。モンゴ

ル国の文化遺産をシリーズ化したカタログのうちの

第Ⅶ冊にあたる。現在のところ、該当書以上に鮮明

に撮影された写真を網羅的に掲載した書籍はない。

そして、最後に挙げるのが図 4 書籍である。ウイ

グルの考古遺跡研究として編まれているが、実際に

は 7 ～ 9 世紀の遺跡を取り上げており、下篇の 2

章分が両墓に割かれている。該当時期の遺跡の調査

状況が把握できるので、参考のために目次を訳出し、

作成した図 6 を付す。

2.ザーマル古墳(僕固乙突墓)

発掘調査報告書

[Ochir, Erdenebold ほか 2013]

1. オラーン・ヘレム

壁画墓発掘調査報告書

[Ochir, Danilov ほか 2013]

3. 古代遊牧民の文化遺産

[Chuluun, Tsebeendorj 編 2017]
4. モンゴル国に所在する

ウイグルの考古遺跡

[Ochir ほか 2019]

『モンゴル国に所在するウイグルの考古遺跡』

A. オチル・Ts. オドバータル・

L. エルデネボルド・B. アンフバヤル

目次 :

序………………………………………………………………… 5

前篇 :

ウイグルの考古遺跡 ……………………………………… 7

1.1. 城址 ……………………………………………………… 7

①ハル・バルガス　②ハ
ハラーティン･バルガス

ラート城址 ( ハラート - Ⅰ

~Ⅶ)　③ツ
ツ ァ ガ ー ン ･ ス ミ ン ･ バ ル ガ ス

ァガーン・スム城址　④ビ
ビ ー ･ ボ ラ ギ ー ン ･ バ ル ガ ス

ー・ボラク城址

⑤チレン城
バルガス

址　⑥バ
バ ル ガ ス ィ ン ･ ホ ン デ ィ ー ン ･ ド ル ボ ル ジ ン ･ バ ル ガ ス

ルガスィン・ホンドの城址

⑦ ゲ
ゲ ゼ グ ･ ブ ル

ゼ グ・ ブ ル ド
ディーン･バルガス

城 址　 ⑧ ド
ドノイン･ゲリーン･ボイル

ノ イ 廃 墟 址　

⑨ シ
シ ャ リ ラ ン ギ ー ン ･

ャ リ ラ ン ギ ー ン・ ゴ
ゴ リ ン ･ ヘ レ ム

ル 城 址　 ⑩ オ
オ ル ホ ニ ･

ル ホ ン

城
ドルボルジン･バルガス

址 　⑪フ
フ ル ミ ー ン ･ ウ

ルミーン・ウズ
ズ ー リ ー ン ･ ヘ レ ム

ール城址　⑫

フ
フ フ ･ エ ル ギ ー ン ･ バ ル ガ ス

フ・エレグ城址　⑬ ル
ルンギーン･ドルボルジン

ン 城 址 　⑭チン・トル

ゴイ城
バルガス

址 ( 可
ハトン / ヘドゥン

敦 城 )　⑮ヘ
ヘ ル メ ン ･

ルメン・デ
デンジーン･バルガス

ンジ城址

1.2. 陵墓と一般の墓の分布、外部構造、施設……52

ⓐフルヒーン・アムの方形施設群　ⓑホンディ

ン・ホーロイの方形施設群　ⓒウブルハブツァリ

ン・アムの方形施設群　ⓓヒルギスーリーン・ア

ムの方形施設群　ⓔドガナ・ウズールの方形施設

ⓕチャンダガニ・アムの方形施設群　ⓖオロン・

ドフ　ⓗジャール・トルゴイの方形施設　ⓘサン

ティン・ボンドゴル

(80 頁につづく )
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(SEM/EDX) багажийг тус тус ашиглалаа. Судалгааны 

үр дүнд No.1 дээжийн ногоон хэсгээс атакамайт 

(Cu72Cl4(OH)10·H2O), No.3 дээжийн улаан хэсгээс 

мөнгөн усны хүдрийн будаг (HgS) тус тус илэрч, 

суурь давхарга нь кальцит (CaCO 3)  болох нь 

тогтоогдов.

モンゴル国スフバータル県
アイマク

トゥブシンシレー郡
ソム

に所在するイフ・ボラギーン・ウンドゥル・ド

ブジョー遺跡で発見された壁画材料の分析

オドフー　アンガラグスレン

(京都大学、大学院人間・環境学研究科 )

髙妻洋成

奈良文化財研究所

　モンゴル科学アカデミー歴史学・考古学研究所と

大阪大学は「東部モンゴルの突厥期の歴史・考古学

研究」プロジェクトに基づき、スフバータル県
アイマク

トゥ

ブシンシレー郡
ソム

にあるイフ・ボラク川
ゴル

の石築基檀遺

跡（ドブジョー (Dovjoo)）を発掘した。本研究は発

掘中に発見された壁画サンプルに対して顔料と材料

の分析を行ったものである。分析は光学顕微鏡、蛍

光Ｘ線分析 (XRF)、Ｘ線回折分析 (XRD)、走査型電

子顕微鏡観察 (SEM) の手法を用いて壁画材料の同

定を行なった。分析の結果、サンプル No.1 の緑色

部分からはアタカマイト (Cu72Cl4(OH)10·H2O) が、

サンプル No.3 の赤色部分からは水銀朱（HgS）、漆

喰層からはカルサイト (CaCO3) が検出された。

(67 頁よりつづく )
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なお、図 1,2 報告書の書誌情報は村上論文参照。( 大谷 )
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5. 言及されている遺跡

A: ザーマル古墳 ( 僕固乙突墓 )　B: オラーン・ヘレム壁
画墓　( ① ~⑮ , ⓐ ~ⓘ , ㋑ , ㋭は目次記載遺跡に対応。
㋺はⓑ、㋩はⓓ、㋥はⓔ付近か範囲内。ⓕは不明 )


